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〔実践事例Ⅰ〕第６学年「体育大会」前後の学習過程の工夫-1   佐賀県教育センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全校・学年 学級 

  

体育大会 

・運動に親しむ態度の育成、責任感や連帯感

の涵養、体力の向上をねらいとする。 

・児童が、最上級生に進級し意欲的な時期で

ある５月に実施する。 

 

 

・体育大会に取り組む意欲の２極化が予

想される。 

・集団の中で、友達に遠慮する児童、自

信をもって活動できない児童がいる。 

体育大会の成功のために、一人一人が自分の役割に責任をもち、 

協力しようとする姿 

・責任感  

・よりよい学校生活、

集団生活の充実 

  

         

    

育
て
た
い 

資
質
・
能
力 

ね
ら
い
や
特
徴 

学
級
の
課
題 

育
て
た
い 

児
童
の
姿 

人間関係形成 
よりよい人間関係を育むための

思考力・判断力・表現力 

 

社会参画 

自己実現 

自分のよさや可能性を生かそうと

する態度 

 
自己の役割や責任を進んで果たす

ことができる力、所属感、連帯感 

 

自
覚
を
図
る 

道
徳
的
価
値 

代表委員会において率先して役割を引き受

け、最上級生としての役割や責任を果たす

活躍の場をつくる。 

 

児童会活動 

体育大会の成功のために、学級の全員が役

割をもって活動できるように、学級会で、

活動内容と役割分担を決定する。 

 

・役割についての目標を自己決定する。 

・「Ｉあい活動」において、役割についての

自他の言動のよさを見付け合う。 

 

ショート 

学級活動(1) 

競技や係の役割に責任をもち、目標を意識

して取り組む。 

 

学校行事 

・体育大会の役割について振り返る。 

・「Ｉあい活動」において、体育大会当日の

役割についての自他の言動のよさを見付

け合い、承認し合う。 

 

ショート 

「Ｉあい活動」の記述を基に、体育大会で

の役割について振り返り、自分の成長を実

感し、課題や目標に目を向ける。 

道徳科 

(4) 【実践事例Ⅰ】 第６学年「体育大会」前後の学習過程の工夫 

ア 全体計画 

 

 

 

学
校 

行
事 
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   「６の◯全員で活躍できる体育大会にしよう」 

  

   学級の全員が６年生として活躍できるような役割を考え、実践する。 

  

過
程 

児童の主な活動（〇）と教師の働き掛け（   ）  

※     …児童の発言      …教師の発言  

計
画
・
立
案 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

話
合
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計画委員会［ショート：昼休み］（各学級） 

〇議題案を作成する。【参照：計画委員会の進め方、学級会ノート】 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級会［学級活動(1)］(各学級） 

〇柱１「体育大会を盛り上げる工夫」について話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 の実際 

イ 授業の実際 

 

 

ねらい 

議題 

展開 

    「６の◯全員で活躍できる体育大会にしよう」 

 

私たちは６年生になってはりきっています。そんな私

たちは、体育大会の中心になって盛り上げたいと思っ

ていますよね。だから、みんなで役割分担をして全員

で活躍したいと考えて、この議題を提案します。 

議題 

提案理由 

 

議題を決める際に、「育てたい姿」や「育て

たい資質・能力」を意識して、児童全員が

役割を担い、役割について実践する過程で

友達と関わり、自分のよさを生かすことに

つながる議題となるように考え、助言しま

した。 

応援リーダーばかり

に仕事を任せないよ

うにしたいね。 

どの議題にすれば、みんなに

出番があるかな。 

学習活動を通して自覚を図り

たい「よりよい学校生活、集

団生活の充実」と「責任感」

を児童が意識できるような提

案理由となるように、助言を

しました。 

ショート 

全員で、１年生から５年生に応

援歌を教えるようにすれば、全

員が下級生のために活躍するこ

とができると思います。 

応援リーダーになった児童に

「先輩たちの工夫」を紹介した

り、応援リーダー以外の児童に

「遅くまで残って頑張っている

応援リーダーの様子」を知らせ

たりして、「種まき」(1)をして

おきました。 

。  

「種まき」とは、取り扱う議題や題材にかかわって、事前

に子どもたちの豊かな発想を引き出すために情報提供をし

ておいたり、大切なことに気付かせるためのヒントなどを

与えておいたりするための働きかけのこと 

杉田洋 『よりよい人間関係を築く特別活動』 2009年 p.166より引用 

 

 

 

 

 

下級生のお世話をする係

をつくれば、応援リーダ

ーが教えるときにうまく

いくと思います。 

学級活動(1) 
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実
践
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〇柱２「必要な役割と役割分担」について話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて決め・「Iあい活動」の説明［ショート：朝の時間］（学年） 

〇役割①（応援）、役割②（全員参加の  

プロジェクト）、役割③（競技）、役

割④（運営）のそれぞれについて、

めあてをもつ。 

〇「Iあい活動」についての説明を聞

く。 

 

 

体育大会までの２週間、

みんなが活躍する場があ

るように、また、誰かに

負担が大きくならないよ

うに考えましょう。 

 

柱１「体育大会を盛り上げる工夫」 

〇１年生から５年生までの応援練習を全員で教える。 

〇１年生から６年生までの各クラス用の旗を作る。 

〇テントに飾りを作る。 

〇応援合戦のときに使う道具をみんなで作る。 

〇低学年のお世話に力を入れる。 

柱２「必要な役割と役割分担」 

〇旗作り 

〇下級生のお世話 

〇道具作り（応援合戦用） 

〇道具作り（下級生用） 

〇テント飾り 

 

 

 

 

 

決まったこと 

その他の仕事も全員で分担し、

体育大会の成功のために、主体

的に取り組むことのできる場を

増やしました(役割②)。各グル

ープで、応援リーダーの友達へ

の負担を配慮し、協力し合って

進めることができるグループ編

成にしました。 

１年生から５年生までの応援

練習とその他の仕事を一人で

２つしたら、全員が下級生の

お世話をすることになって、

６年生として張り切っている

気持ちが伝わると思います。 

体育大会の役割を、学級会で決めた各学年の担当を決

め、応援を教える役割（役割①）、学級会で決めた全

員参加の仕事を行う役割（役割②）、競技の役割（役

割③）、体育大会を運営するための役割（役割④）と

し、一人が４つの役割をもつようにしました。そし

て、４つの役割を通していろいろな友達と関われるよ

うにグルーピングしました。 

 

(1)「I メッセージカード」を書く（役割①：黄色、

役割②：緑、役割③：水色、役割④：ピンク）。 

※ 隣のクラスの友達に書いた（「I メッセージカー

ド」には、シールを貼る。 

(2)掲示している「めあてカード」に「I メッセージ

カード」を貼る。 

「Iあい活動」の進め方 

「Iメッセージカード」 

１年生から５年生までに応援を

教える仕事は全員が担当するよ

うにし、最上級生として下級生

の前に立って活躍できるように

しました(役割①)。 
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振
り
返
る 

 

〇よさを見付ける観点を話し合い、「Iあいめがね」として観点を決める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Ｉあい活動」［実践活動期間の帰りの会］（学年） 

〇「I メッセージカード」を書く。 

〇「めあてカード」に「I メッセージカード」を貼る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「I あい活動」と「I メッセージ」交換［体育大会後の朝の時間］（学年） 

〇体育大会当日についての「I メッセージカード」を書く。 

〇隣のクラスの友達へ書いた「I メッセージカード」を渡し合う。 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

どのようなよさが見付けら

れるといいですか。 

。 

体育大会とその準備活動をイ

メージして、どのようなよさ

が見付けられそうか、また、

見付けたいかを尋ね、出てき

た意見の中から「I あいめが

ね」としてよさを見付ける観

点を決めました。ここでは、

「自ら進んで」「協力して」

「思いやりをもって」が「I

あいめがね」として決まりま

した。 

学年目標にある「自ら進ん

で」するよさが見付けられ

るといいと思います。 

どの役割をするときでも、「協力して」やっているとうまく

いくので、「協力して」いるよさを見付けたいと思います。 

「I あい活動」の最初

に、前日に書いた「I メ

ッセージカード」の中か

ら数枚を紹介するように

し、よさを見付ける際の

参考とするように伝えま

した。また、紹介したカ

ードの記述から「I あい

めがね」が増やせないか

考えさせ、みんなが納得

するものがあれば「I あ

いめがね」として観点を

増やすようにしました。

「責任をもって」「みんな

のために」が「I あいめ

がねになりました。 

◯◯より 

 ◇◇さんは、ポンポンづくりが

昼休みにできないときは「ごめん

ね」と言っていたし、早めにもど

ってきて少しでも協力しようとし

ていたので、すごいと思いました。

私も少しの時間でも、みんなと一

緒にポンポンづくりができるとい

いです。 

５／23 ◇◇ さんへ 

 帰りの会で紹介したカード 

ぼくへの「I メッセージカード」を見付け
たよ。休み時間に進んで仕事をしたことを
ほめてもらって、うれしいな。 

 

学年でグループを組んだ

役割③、役割④について

「I メッセージ」を渡し

合う時間をもちました。

相手を決める優先順位を

提示し、全員が、渡した

りもらったりできるよう

にしました。 

「Iメッセージ」交換の説明のプレゼンスライド 
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  最上級生の役割を通して【内容項目C-(16) よりよい学校生活、集団生活の充実】 

  

  体育大会での「Iメッセージカード」、「Ｉメッセージカード」についての発言 

 

 〇集団の中で役割を果たしている自分や友達の活動のよさに気付く。 

 〇仲間との関係や日常の学校生活をよりよくしていこうとする気持ちをもつ。 

 

段
階 

学習活動 

主な手立て(◆) 

教師の説明や発問(〇) 児童の発言(・)  

   …教材ととらえる児童の発言 

…研究の視点と関わる教師の発言 

導
入 

 
 
 
 
 
 
 

１ 学習課題をもつ。 

 

◆「Iあい活動」を想起さ

せるとともに、「Iメッ

セージ」のもつ温かさ

に気付かせるために、

係打合せやスタンツ、

応援合戦など様々な場

面について書かれた５

つの「Iメッセージ」を

電子黒板に映し出しま

した。 

 

 

 

 

◆児童の「Ｉメッセージ」

に関する発言を使っ

て、本時のめあてにつ

いて説明しました。 

○役割③(競技)、役割④(体育大会を運営するための役割)につい

ての「Iメッセージ」を５つ紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「Iメッセージ」を読んで、どんな気持ちになりましたか。 

 ・うれしい気持ち。  ・ぽかぽかな気持ち。 

 

 

 

 

 

 

〇Ａ、Ｂのメッセージを書いた人は友達のどんなよさを見付けて

いますか。 

 ・たくさん自分から意見を出す。 

 ・友達を心配している。  ・優しい言葉を掛けている。 

の実際 

教材名 

主題名 

ねらい 

展開 

みんなは、「うれしい気持ち」「ぽかぽかな気持ち」につながる

素敵な態度や気持ちをたくさん見せ合えたようですね。体育大

会の成功のために頑張る中で、素敵な姿をたくさん見せ合えた

のでしょうね。「Ｉメッセージ」を使って振り返り、これからの

生活にも生かせる態度や気持ちは何か考えてみましょう。 

。 

 

 

「Iメッセージ」のプレゼンスライド 

道徳科 
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展
開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２ 「Ｉメッセージ」を読ん

で話し合う。  

(1) 役割①についての全

体での話合い 

 

◆学級全員で取り組んだ

役割①の応援練習につ

いて、「Ｉメッセージカ

ード」を紹介し合い、そ

れを基に話し合うこと

で、活動や言動のよさ

に気付かせようとしま

した。 

 

 

◆よさと考えられる活動

や言動が見られた友達

の心情を考えさせまし

た。 

 

(2) 役割②についてのグ

ループでの話合い 

 

 

◆役割②ついて、のグルー

プごと話し合わせ、一人

一人の活動や言動のよ

さを伝え合わせ、学級の

中で役に立っているこ

と、認めている友達がい

ること、グループの協力

があったことに気付か

せました。 

 

◆全員にメッセージが届く

ことを配慮して、席を指

定しました。 

〇役割①について「Ｉメッセージカード」を紹介してください。

どう思ったのかを付け加えて紹介してください。 

  

 

 

 

 

 

 

〇Ｃさんは、友達のどんなよさを見付けていますか。 

 ・注意する。  ・並ばせている。 

 

  

・下級生に優しく注意しているから。 

 ・他のグループの人にまで声をかけているから。 

 

 ・赤組みんなで協力したい。 

 ・６年生が下級生をちゃんと並べたい。 

…他２名紹介… 

〇役割②については、グループで紹介し合いましょう。 

 １ 右隣の人への「Ｉメッセージ」を読む。 

 ２ 右隣の人は、「Ｉメッセージ」を聞いて、返事を伝える。 

 この２つを繰り返して、全員が意見を言えるようにしましょ

う。 

【グループ活動の様子】 

 

 

 

 

 

 Ｉメッセージは、「◇◇さんが、自分から『△△さんはここ』

や『もう少し前へ』など注意して、他のグループの人も並ばせ

ていました。だから、私も◇◇さんのように、みんながきちん

と並べるようにしたいと思いました。私もできるようにがんば

るので、本番もがんばってください。みんな、きっと助かると

思います」です。◇◇さんは、やさしいと思いました。 

 

注意したり、並ばせたりしたから、Ｃさんは優しいと思ったので

しょうか。 

◇◇さんは、少しでも時間が

あれば活動に取り組もうとし

ていましたね。そして、いろ

いろ工夫して、早くきれいに

作れるようにしていたところ

がいいと思いましたよ。 

ありがとうございます。これか

らもみんなのために頑張りたい

です。 

Ｃさんには、どんな気持ちがあったのでしょうか。 

私は、いつも積極的にがんばっている◇◇さんがすごいと思いまし

た。下級生に教えるとき、背中をそって、大きな声で歌っていて、

私もまねしたいと思ったからです。 

ありがとうございます。◇◇

さんも大きな声が出ていてよ

かったと思います。 



平成28年度 小学校特別活動 

 

〔実践事例Ⅰ〕第６学年「体育大会」前後の学習過程の工夫-7   佐賀県教育センター 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
   

終
末 

(3) 役割②についての全

体での話合い 

 

◆役割②について、他の

グループの友達に書い

た「Ｉメッセージカー

ド」を発表させ、共有を

図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 自己を振り返り、今後

に向けて考える。 

 

◆「      態度」と

いう書き方で考えさ

せ、隣同士のペアで伝

える活動を取り入れま

した。その後に７名に

発表させ、体育大会を

通して学んだこととし

て、短冊に書いて掲示

しました。 

 

 

 

◆クラスの友達への手紙

として、授業で考えた

ことを記述させまし

た。 

〇他のグループの友達に書いたメッセージがあれば紹介してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

・思いやりのある行動。 

 

・はい。 ・みんなのことを考えている行動。 

・責任感がある行動。 

 

・まず、自分の分をしてから、終わったら下級生の分とか委員会

の人の分を作っているから。 

 

 

 

 

 

・すごい。 ・やっぱり思いやりがある。 

…他２名紹介… 

 

 

 

・思いやりのある優しい態度です。

ぼくは、応援リーダーを頑張って

いたけど、他のみんながこんなに

頑張っているって知らなくて、み

んなは、思いやりがあってすごい

なあと思ったからです。 

・自分から積極的に取り組む態度で

す。最上級生としての責任を忘れず

に、卒業までの毎日をむだにしない

ように、仕事をどんどんしていっ

て、常に下級生や全校のことを考え

ていきたいと思ったからです。           

          …他５名発表… 

〇最後に、体育大会を一緒に頑張った

同じクラスの友達に向けて手紙を書きましょう。 

 

 私は、Ｅさんが昼休みに自分のポンポンを作り終えたら下級

生の分のポンポン作りを手伝ったり、委員会等で教室にいない

人の分のポンポンを作ってあげたりしていて、すごく思いやり

のある行動だと思いました。私も、思いやりのある心をもって

行動したいと思います。 

４つの役割で学んだことで、これからの学校生活で生かしていき

たいのは、どんな態度ですか。どうしてそう思いましたか。 

Ｄさんは、Ｅさんの行動をどんな行動だと言っていましたか。 

みんなもそう思いますか。 

どうしてそう考えるのですか。 

Ｅさんは、こんな「Ｉメッセージ」を書いています。「今日は

テントかざりのみんながスローガンの準備をしたり、キャラク

ターのアンケートを作ったりして頑張ってくれました。自分も

頑張ったけど、みんなはもっと頑張ってくれました。みんな、

ありがとう」です。どうですか。 

 

 

 

 

 

意見を書いた短冊 
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◆一人の児童に「クラス

の友達への手紙」を読

ませ、授業のまとめと

しました。 

・みんなが運動会を成功させるためにたくさんの活動に積極的に

一生懸命に取り組んでいたのは、とてもすごくて、わたしも頑

張ろうという気持ちになりました。それに、みんな、わたしの

いいところもちゃんと見て、褒めてくれたのがとてもうれしか

ったです。みんな、思いやりの気持ち①や積極的に取り組む態

度②などを忘れずにしっかり行動することができていました。

わたしもそういう態度を大事にして行動するようにしたいと思

います。体育大会をみんなの頑張りで成功させることができた

ので、これからも学校で生かせるように③頑張りたいです。 

 

 

 

 

〇学級活動(1)の学級会において、自分達で体育大会を盛り上げる工夫を集団決定し、そのための役割分 

 担についても、他の役割を考慮した上で、自分で決めたため、思いをもって意欲的に活動に向かう姿 

が見られました。しかし、役割①と役割②の活動時期が重なった児童がおり、役割ごとに立てた自己 

目標について、ある役割については達成できなかったと感じた児童もいました。それぞれの役割の活 

動時期を明らかにした上で、役割分担をする必要性を感じました。 

〇役割ごとに友達の言動のよさを見付けるようにしたことで、隣のクラスの友達を含むいろいろな友達 

の言動のよさを見付け合うことができました。また、「Ｉあいめがね」を観点として示したことで、 

様々な視点で、友達の言動のよさを見付けることができました。 

〇体育.大会の準備においては、児童全員が自分の役割に責任をもち、いきいきと活動に取り組む姿が見 

られました。また、自分の役割だけでなく友達の役割のことも気に掛けたり、時間を見付けて手伝っ 

たりする姿も多く見られました。自分の頑張りを認めてくれている友達がいることが自信となって、 

実践への意欲につながったようでした。 

〇道徳科において、見付け合った言動のよさを認め合ったことで、児童は、自分の実践を道徳的実践と 

捉え直し、自分の成長に気付くことができました（  線①，②）。そのため、これからの生活への意 

欲が高まり、課題に目を向け、次の目標をもとうとすることができました（  線③）。 

 

 

 

(1)  杉田洋 『よりよい人間関係を築く特別活動』 2009年 p.166 図書文化 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 授業を終えて 
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エ 資料 

計
画
委
員
の
話
合
い
で
議
題
を
決
め
ま
し
た
。 

提
案
理
由
は
、
提
案
者
と
計
画
委
員
と
一
緒
に
、
話
合
い
の
際
の
根
拠
と

な
る
よ
う
に
練
り
ま
し
た
。 

教室に掲示します。 

輪番制にして、全員が経験できるようにします。 

計
画
委
員
が
、
全
員
の
意
見
に
目
を
通
し
て
、
話
合
い
の
流
れ
を
予
想
し

打
合
せ
を
行
い
ま
し
た
。 

司
会
、
副
司
会
、
黒
板
書
記
、
ノ
ー
ト
書
記
、
観
察
の
役
割
を
確
認
し

な
が
ら
、
学
級
会
の
流
れ
を
つ
か
ま
せ
ま
し
た
。 

決
ま
っ
た
役
割
と
そ
の
分
担
が
分
か
る
よ
う
に
、「
学
級
会
で
決
ま
っ

た
こ
と
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
貼
り
ま
し
た
。 
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名前（             ） 

《ふりかえりましょう》 

①  提案理由やめあてを意識して話合えましたか。  
 

②  賛成・修正・反対の理由をつけて意見を言えましたか。  
 

③  友達の意見と自分の意見を比べて話し合えましたか。  
 

④  話し合ってよかったと思いましたか。 
 

今日の学級会で感じたこと、これからの活動について思うこと  

を書きましょう。  

 

 

 

 

 第（   ）回 学級会ノート（ 月  日  曜日  時間目） 

  

 
 

話し合い 

のめあて 

 

 

 

話 し 合 う こ と 自分の意見（理由を入れて書こう） 

１ 

  

 

 

２ 
 

 

 

 

議題 

決まって 

いること 

 

提案理由 

よくできた   できた  もう少し  

よくできた   できた  もう少し  

とても思った   思った   少し思った  

よくできた   できた  もう少し  

６年生になってはりきっている私達だから、体育大会の中心に
なって盛り上げたいと考えます。みんなで役割分担をして、全
員で活躍したいと考えて、この議題を提案します。 

〇 全員が活躍できる役割をもてるように考えて意見を出す。 

〇 友達の意見のよいところを生かせないか考えながら聞く。 

２  

６の〇全員でかつやくできる体育大会にしよう。 

※代表委員会で決まった役割を表記させました。 

体育大会をもりあげる工夫 

必要な役割と役割分担 

※宿題に出して、一人一人に考えさせました。 

※学級会を振り返って記入させました。 
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自分の名前を記入させました。 

４つの役割それぞれについて、めあてを立てることを勧めました。 

〇３年生が元気に応援できるように工夫しながら教えて、優しいことばをたくさんかける！ 

〇休み時間もつかって、進んで旗をつくる！ 

〇練習に早く行って、技がうまくいくように、友達と協力する！ 

〇地域の方々が来てよかったと思って下さるように、笑顔であいさつをして、進んではなしかける！ 

 

▽▽ より 

 私は、◇◇さんが、「６年生みんな

で活躍したいから」や「１年生のそば

でやって見せたら、１年生も分かるか

ら」と、６年生や１年生のことを考え

て、自ら発言していたから、思いやり

があって素敵だなあと思いました。 

 

 ５／１３ ◇◇ さんへ 

▽▽より 

 私は、○○さんが、「６年生みんなで

活躍したいから」や「１年生のそばでや

って見せたら、１年生も分かるから」

と、６年生や１年生のことを考えて、自

ら発言していたから、思いやりがあっ

て素敵だなあと思いました。 

 

 ５／１６ ◇◇ さんへ 

〇〇 〇〇より 

 私は、○○さんが、「６年生みんな

で活躍したいから」や「１年生のそば

でやって見せたら、１年生も分かるか

ら」と、６年生や１年生のことを考え

て、自ら発言していたから、思いやり

があって素敵だなあと思いました。 

 

 ５／１８ ◇◇ さんへ 

〇〇より 

 私は、◇◇さんは、みんなのことを考

えているから優しいし、それをしっかり

と発言できてすごいと思いました。「マ

スコットは１年生が喜ぶ」や「もしマスコ

ットの意見が立体じゃなかったら旗に

生かせる」など、言っていたからです。 

 

５／１９ ◇◇ さんへ 

・４つの役割ごとに「Ｉメッセージカード」の色を変えました。 

・隣のクラスの友達へ書いた「Ｉメッセージカード」には、シールを貼るようにしました。 

・「Ｉメッセージカード」の下に宛名を書き、下から貼っていくようにすることで、誰への「Ｉメッセ
ージカード」を貼っているのか分かるようにしました。 


